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No. 講義名 氏名 設問01

1 経済学（S) 河野　善文 ミクロ経済学とマクロ経済学については、他学部履修になりますが、経営学科の専門科目として、ミクロ経済学とマクロ経済学の2科目（1年生の概論の先の内容を学ぶ2年生・3年生科目）があります。ぜひ、履修を検討してみてください。

2 経済学（M・D・A) 小林　大州介
皆さん第4Q 、お疲れ様でした。試験で良く取れていた方が多く、熱心さがひしひしと伝わってきました。ありがとうございました。  さて、進め方が早いというご指摘につきまして、今後はいろいろ理解を促進する様な工夫をしようかと思いま

す。  改めて、第4Q、お疲れ様でした！

3 英語入門Ⅱ（M） 岡島　徳昭 アンケートによるとテキスト以外の例文に関心があるようなので、多くの例文を積極的に取り入れ学生の理解度向上に心掛けたい思います。

4 英語入門Ⅱ（S) 横田　肇
人数が少なくやり易い面があった一方、英語が苦手な受講生がおり、理解と興味関心の評価が低かったのが残念である。一人有意義なコメントを寄せた学生がおり、テキストの説明以外の学習活動、協同学習、スライドの活用等、さらなる工夫と

改善に努めたい。また、毎回どちらかと言えば、大人数のクラスの運営に苦心することの方が多いのであるが、少人数のクラスでもまた運営に気配りが必要であることを感じた。

5 英語入門Ⅱ（D・A） 宮嶋　達也

英会話を中心とした授業は参加しやすく、実際に話す活動が多かったことで楽しく学べたという声が多く寄せられた。授業中に単語を調べられる環境や、教員が小さな質問にも丁寧に答えてくれる姿勢が、安心して学べる雰囲気につながっていた

ようである。スピーキングテストの形式を教科書に合わせてくれた点も分かりやすく、準備しやすかったという評価がありました。一方で、学生の進度に差が出る場面もあったため、早く終わった学生向けの追加タスクがあると、より充実した授

業になるという意見も見られました。全体として、学生たちは実践的な授業に満足し、英語を実際に使いながら楽しく学べたことがうかがえました。コメント書いてくれた学生のみなさんポジティブな意見ありがとうございました。

6 ﾄﾞｲﾂ語入門Ⅱ（M) 河田　一郎 授業の満足度を問う設問１０で、９０％以上が満足をしているとの結果は嬉しいかぎりです。今後も楽しみながら、目標を着実に達成していると実感できる授業を工夫していきたいと思っています。

7 ﾄﾞｲﾂ語入門Ⅱ（S・D・A) 河田　一郎

授業でやったページを板書してほしいとの件ですが、１Qではページ数を板書していました。４Qではさらに発展させ、板書をよりわかりやすくするために、内容を整理し、チームズの資料にアップしています。元々スペルチェックのために始めた

ものですが、皆さんが使いやすいように改良していくつもりです。「丁寧でわかりやすかった」というコメントに対して、真逆なご指摘もあります。４Qは文法的にも難しいと感じたかもしれません。どのレベルの学生さんにも分かりやすく、継

続して興味が持てるような授業を提供したいと思います。

8 中国語入門Ⅱ 孫　暢 アンケートとコメントがありがたいです。  来年もいろんな交流活動を企画します

9 外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（M) 岡島　徳昭 学生の理解度に即した授業が展開できるよう心掛けたい。　

10 外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（S) 信濃　吉彦 英語の授業内容に関しては一定の評価をいただきありがとうございます。一方で一部の学生には不快な思いを想起させる言動が在ったようです。誠に申し訳ありません。今後はそのようなことに十分に気を配り、より良き授業としてまいります。

11 外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（D・A) 宮嶋　達也
授業アンケートへのご協力ありがとうございました。集計の結果、おおむね肯定的な評価をいただいた一方で、単位のための授業という感じだったという意見があり、 ​受講生の中には、意欲的に取り組む方がいる一方で、教職の単位取得を主目的

として履修している方もいて、学習意欲にばらつきがあるのが現状です。こうした多様なニーズに応えられるよう、バランスの良い授業づくりも考えていきたいです。

12 日本語Ⅱ 髙橋　真弥 ご回答いただきありがとうございます。次年度の授業に反映します。

13 健康科学（S) 尾西　則昭
授業についての改善のご意見、要望等についてたくさんの内容をいただきありがとうございます。  学生からいただいたご意見、要望等について、パワポの切り替えが早いまた、質問等の前置きの話が  長かったりがありました。また、毎回の振り

返りシートでは全学生に共有することによって、他の学生の疑問点を知れて良かったとの評価も頂きました。  今後、1つ1つ改善して取り組んで行きます。ありがとうございました。

14 社会保障Ⅱ 上原　正希
全体的な項目を見ると、満足感が高いようなので、現状を維持しつつ、改善できるとこはしていきたいと思っています。希望として「国家資格の過去問なども取り入れてほしい」ということは取り入れていきたいと思っています。  そして、今回に

ついてですが、「試験範囲の詳細の伝達」が少し不十分だったということで修正していきたいと思いました。貴重な時間をアンケートにさいていただき、ありがとうございました。

15 社会学と社会ｼｽﾃﾑ 松下　守邦

国家試験過去問題の枝問は、社会学用語を日本語で正確に理解、定義したうえで解答する力が求められますので、日本人学生にとっても丁寧な学修が必要でした。過去問題を読み解くためのテキストには一定程度の記述量が不可欠になります。そ

の水準は基礎テキストにおける検定教科書の標準版だけではなく、詳説版も必要になると思量します。指定テキストは詳述版のものでしたが、基礎内容に力点をおく解説本を、Teams上に参考文献として共有しました。留学生による熱心な学修参

加もみられました。今後とも授業内容の一層の改善に努めてまいります。

16 児童・家庭福祉 杉本　大輔 コメントが少ない。凡庸な講義の証拠。猛省する。

17 社会福祉調査の基礎 杉本　大輔 コメントが少ない。凡庸な講義の証拠。猛省する。

18 西洋美術史Ⅱ 竹内　美帆

多くの学生から「説明がわかりやすい」「資料やスライドが見やすい」「動画を交えた授業が理解しやすい」といった肯定的な評価をいただきました。特に、作品について問いかける時間や考える機会が理解を深める助けになったとの意見もあ

り、今後も学生の主体的な思考を促す授業方法を継続していきたいと考えています。一方で、理解度の確認や授業進行については、さらに丁寧な工夫が求められる部分もあると受け止めています。来年度は、授業内での小さな確認課題や振り返り

の時間を取り入れるなど、より理解度を把握しながら進める工夫を行う予定です。

19 建築ｼｽﾃﾑ論 向井　正伸
アンケートへのご協力ありがとうございました。本授業では建築の基礎的知識として、各種構造システムの特徴や部材名称、構造原理について配布資料やスライドを用いて講義を行いました。いただいた意見を参考に、資料の見やすさなどにも配

慮しながら、より理解しやすい授業となるよう改善していきます。

20 建築構造力学Ⅱ 長森　正
授業改善アンケートのご協力ありがとうございました。理解できた、満足できたの解答が90％と高い評価を得ました。授業後の演習問題はできるだけ丁寧に解説しましたが、理解度の差がありました。板書の文字や赤色のチョークが見ずらいとの

指摘があり、改善していきます。今後も理解し易い丁寧な授業に取り組みます。

21 ｽﾎﾟｰﾂﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論 信濃　吉彦
概ね高評価だったようなので安堵しました。今回の履修者は過年度と比べて取り組みはしっかりしていたようだが授業態度に問題のある学生が一定数居ることは情けない。大学生としての自覚と矜持はどのあたりに置き忘れてきたのか・・・中高

の授業ではないのだから、どこかに楽しみを見出し何か一つでも身に着けて欲しい。これはすべての授業・学生に対する小職唯一の願いです。

22 地域福祉と包括的支援体制Ⅱ 畠山　明子 コメントありがとうございました。ご指摘を受けた点のほか配布資料や教材内容の検討等、より理解が深まるように今後も工夫していきたいと思います。

23 ｿｰｼｬﾙﾜｰｸの理論と方法(専門)Ⅳ（2年）西野　克俊
授業の満足度については、満足できた以上が100％となっており、一定以上ご満足いただけたのかと思います。  コメントにおいて、実際的な事例を用いたことにより、興味の向上につながったとのことで嬉しく思います。  今後も引き続き満足い

ただける授業展開をしたいと思います。

24 知的障害者の心理・生理・病理 堀川　厚志 全体的に悪い評価項目はなかった。本時で前時の復習を加え、資料は予習副j集が可能なように日付順にTeamsにアップしていた。引き続き、資料の整理と内容構成に配慮して実施したい。

25 社会福祉事業史 小早川・上原
おおむね授業全体は良好だったので良かったと思います。グループワークも良好、教職課程科目ですが、社会福祉士・精神保健福祉士の国家試験対策にもなるとのことで引き続き良い点は実施していきたいと思っています。貴重な時間をアンケー

トに使ってくれてありがとうございます。

26 病弱者の心理・生理・病理 千葉　聡美
内容としては病弱教育の基本や主な疾病の特徴、取り巻く状況等について伝えることができた。レポートからも今まで思っていた病弱教育と実際はかなり違うことを理解したと思われる。最近はyoutube等に患者本人が発信する動画も多く上がっ

ているため、今後も積極的に活用していきたい。

27 社会心理学 松下　守邦
精読技法の解説に加え、受講学生の皆さんととテキスト精読練習を組込みました。履修学生数に合わせて授業構成を調整しましたが、オンラインにて分担報告をおこなった学生さんもいました。精読技法の解説、テキスト読解演習、分担報告のあ

り方については、次年度以降も一層充実させていきたいと考えています。

28 障害児保育Ⅱ 坂上　俊樹
受講者全員が、授業内容に興味を抱き、授業内容を理解してくれていることはとてもありがたいことです。しかし、資料の表現についてはさらに工夫の余地がありそうです。また、授業の進め方や授業内容の理解の程度の確認については、より丁

寧に行うよう努めます。「障害児・者に対する差別用語を使用している」とのご指摘をいただきました。十分に気を付けているつもりでしたが、申し訳ありません。さらに細心の注意を払って講義します。

29 国際法 細川　光法
 概ね満足してもらったようで良かったです。活舌が悪いという意見もありますが、来年度からマイクの使用も考えます。また、授業が途中でほんの少し止まるときは、大概言葉を頭の中で思案し選択しているためです。できるたけ適切かつ平易な

言葉を使っていますので、今後気を付けます。

30 造形表現Ⅰ 浩而　魅諭
4Qという短い期間の中でみなさん一生懸命取り組みました。たった16回の中では教えられることも少ないけれど、アンケート結果からはみなさんに造形表現の根幹となる考え方を理解していただけたようであると読み取れ、ほっと胸を撫で下ろし

ております。ありがとうございました。

31 乳児保育Ⅱ 吉江　幸子

授業の履修、大変お疲れ様でした。アンケート回答率83.3％でした、回答のご協力ありがとうございます。全項目で「とても適切」が100％となったことから、学生が積極的に学んだ結果であると感じています。自由記述では「１年次より厳しく

なったと感じる」とのコメントがありました。今後学外実習に出る皆さんが困らないよう指導を強化していることが伝わったようです。今後は、初めての長期間実習が始まります。講義・演習・実習を通した往還的学習が実を結ぶよう、前に進み

ましょう。

32 子どもの健康と安全 宮﨑　剛司 本授業は全体として良好な評価を得ることができました。学生から寄せられた肯定的な意見を励みにしつつ、指摘された課題については授業設計・教材構成・進行方法の見直しを行い、継続的な質の向上を図ります。

33 基礎ﾃﾞｻﾞｲﾝⅡ 林　春生 前期の基礎デザインⅠより、改善されたとコメントにありましたが、時間配分、図の表現、理解度、熱意にあまりよくないと3％の学生から評価頂きました。反省して、それぞれの項目に対して改善を行います。

34 ﾃﾞｻﾞｲﾝ概論Ⅱ 堤　美穂子
最初の授業であったため、反省する点は多々ある。機器やソフトの使用については、すべて善処できない理由がある。  内容については、全体のバランスを考えると非常に難しいと感じる。時間配分についても、レベルによって時間が多いと感じ

ていたり、少ないと感じていたり、人によってさまざまである。それぞれの意見をすべてクリアできないが、バランスのよいところを探していきたい。

35 WEBﾃﾞｻﾞｲﾝⅡ 山腰　雅樹
作成した資料やレコーディングを行いながらの授業は良い評価をいただけているようですので、今後もアップデートしつつ継続していきます。理解度については学生ごとに大きな差があるように見受けられますので、次年度はより理解を深めなが

ら修得できるような手法で授業内容を刷新していきたいと思います。また、4年生に関しては3年生から継続して受講されることを想定して応用的なカリキュラムに刷新していきたいと思います。

36 ｱﾆﾒｰｼｮﾝⅡ 梅田　真紀

全ての設問で肯定的な回答をいただきました。ありがとうございます。具体的な意見をいただいた点について、今後改善していきます。今年度は、最後の講評が駆け足になってしまったと感じていました。感想など言い合えたら良かった、との意

見もありましたので、みなさんの学び振り返る時間を確保したいと思います。また作業量についての感想もありました。タスクが多く大変だったと思いますが、アニメーションのプロセスを学ぶための必要最低限の内容となりますので、シラバス

や授業のガイダンスを通して心構えができるようにしていきます。今後も一人一人の進捗状況を丁寧にフォローし、多くの学びが得られるよう努めます。

37 ｷｬﾗｸﾀｰﾃﾞｻﾞｲﾝⅡ 三上　いずみ
本授業はシラバスに示すとおり制作はタイトであり、授業外の自主制作を前提とする設計である。そのうえで、到達度を安易に下げるのでなく、各自が計画を立てて取り組み、必要な判断を重ねる力を養う場であると捉えている。次回は中間確認

の節目をより明確にし、見通しと振り返りの機会を増やすことで、主体的な制作と学びの質をいっそう支えていきたいと考えている。

38 保育内容演習Ⅱ(人間関係) 松下　守邦
学生が保育者として求められる専門性や子どもの「豊かな在り方」について考察できるよう、保育所保育指針に関連する動画教材を取り入れて授業設計を行いました。本年度は、保育専攻学生の作成したレポートを通じて保育スキルの向上をめざ

す文献（中田基昭・横井紘子　2025年）を新たに授業に組み入れました。今後も教材内容を精選し、授業改善に継続的に取り組んでいきたいと考えております。

39 施工管理技士演習Ⅰ 小笠原　健

この講座は、1級建築施工管理技士学科試験の午前試験対策講座である。毎年、7月に実施される国家試験に向けて、3年次の建築施工および建築生産の講座で修得したスキルを基に施工管理技士演習Ⅰ・Ⅱにて、4年次に受験を予定している本試験

のための演習講義となる。  今年度は、四年生18名が受験し16名が合格しており、合格率88.9％の驚異的な結果から、北海道新聞にも記事が掲載されている。現受講生も来年度の本試験合格を目指しており、順調にスキルアップしている状況にあ

る。受講学生による授業改善アンケート結果も例年通り、高評価を得ており、来年度も高合格率を確保できるものと期待している。

40 二級建築士演習Ⅳ 佐藤善・向井 アンケートへのご協力ありがとうございました。全体として肯定的な評価が多く、授業内容の理解にもつながっていると受け止めています。いただいた意見を参考に、今後もより分かりやすい授業となるよう改善していきます。

41 一級建築士演習Ⅳ 赤木　良子
概ねポジティブなコメントをいただきありがとうございます。  時間の都合上、全ての設問と選択肢について皆さんが完璧に理解するまで考えるという時間は取れませんでしたが、  皆さんのどこが間違ってどんなふうに考えていたのかを知って、

それなりに対策を話し合えたのではないかと思いました。  暗記が多いのですが、本試験を頑張ってください。ありがとうございました。

42 建築法規Ⅳ 佐藤　善太郎 年齢的なものなのか、以前より声量が落ちたせいで、最近はマイクを使うように心がけています。演習を増やしたいのは山々ですが準備の時間を確保するのに苦慮しています。チョークも見づらい色は避けております。

43 ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑⅥ 小笠原　健

この講座は、建設業界の見識を広げ、早期の就職活動の自己啓発を目的とし、16回の講義には、毎回、各建設業界の企業担当者を学外講師としてお招きして、建設業界の説明と企業ピーアールならびに就活情報などを提供いただく講義となってい

ます。よって、16社がそれぞれ、1講義を担当して講義を実施する形式となっており、幅広い業界の現状や就職してからの業務内容や待遇を在学中に知ることができるため、就職してからのミスマッチを軽減し、履修学生には、自分に合った企業へ

の就職を促しています。建設業界への就活は、大学三年生の6月から開始され、四年次に進級する前には、多くの学生が内定を取得しており、他学科の学生よりも半年から1年早く、就活がスタートしています。よって、就活シーズンへの乗り遅れ

がないようにこの講座の役割は大きいものと思料いたします。
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44 経済学概論 河野　善文 （雑談に関するコメントについて）私自身、雑談をした記憶はあまりないのですが、もしそうとられる話が多かったのであれば、授業終わり時などに申し出てもらえると改善の参考になりとても助かります。

45 ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ科学Ⅱ 篠原　諒介
授業改善アンケートにご協力ありがとうございます。今回も多くの学生から有り難いコメントを頂けたことに感謝しております。  今後は、今回の学生からの意見より上を目指し、さらに学生が理解しやすいく、次に繋がる講義を行っていきたいと

思います。

46 財務会計論（再） 石山　玄幸
受講学生から高い評価を頂いたことに感謝します。経営学部に入学したからには、最低限、財務諸表の仕組みを理解した上で、読み込める力が必要です。講義では、できる限り、仕組みをわかりやすく説明することを主眼に進めています。ぜひ、

この講義で学んだことを、就職活動、そして、社会人になってからも、活用して下さい。

47 基礎統計演習（M) 河野　善文
板書については、計算の途中展開や図解が多くなるため、わかりづらい面もあったと思います。ぜひ、授業おわりにでも質問してください。また、最後の演習問題は次回の授業のはじめのところで復習・解説をしてますので、ぜひ参考にしてくだ

さい。あと、マイクが不調のときがありました。その場合の対処については今後の検討課題にしたいと思います。

48 基礎統計演習（S) 杉本　大輔 コメントが少ない。凡庸な講義の証拠。猛省する。

49 基礎統計演習（D・A) 伊藤　裕康
推測統計を実際に活用している例を例題を通して授業してきましたが、基礎とは思えないくらい難しいとのコメントをいただきました。また、教科書の内容を補足するために口頭で説明していましたが、説明が長いと感じた学生がいたようです。

内容をより簡単にすることは容易ですが、高校で学んだ内容と変わらなくなるため、判断が難しいところですが、学生の反応を見ながら、ゆっくり進めることを心がけます。

50 国際経済論 小早川　俊哉 今後もパワーポイント・配布資料等、出来るだけ分かり易いよう工夫すること、最新の事例・統計を用いての講義を心がけたいと思います。

51 会社法 青山　浩之

会社法は月曜日4講目と金曜日2講目の科目で、履修者92名、平均出席者72.8名（平均出席率79％【前年75％】）という状況で、回答者が55名と回答率59.8％であった。出席不良で採点対象外の学生が12％と出席不良が目立った。シラバスの説明

に関する評価では、98％が適切と回答した。授業スキルの評価は、「配布資料、教科書などの教材は適切でしたか」「理解度を確認しながら授業を進めましたか」「授業の内容は理解できましたか」では好評価を受け、授業の全体印象に関する評

価では、好評価を得ました。「配布プリントが細すぎてみずらかった」。「プリントが配られていたので復習ができた」「授業は内容が分かりやすく、具体例も多かった点が良かったと思います」「法律関係ということもあって難しい授業でした

が学生が理解できるようにプリントも工夫がされていた」と評価されました。これからもシラバスの説明を徹底し、興味や関心を持てるように工夫していきたい。

52 ｽﾎﾟｰﾂ医学 黒川　泰任

つい最近まで、運動すなわち身体を動かすことは「動物の単なる必然行為」と「自然現象」と考えられてきました。しかし、われわれの行う運動には、極めて正確で高い目標があることに気付きます。  すなわち、われわれが動けることは、宇宙

の真理ほどに高邁で、複雑な機能が関与しており、その仕組みを「科学」すなわち「帰納」と「演繹」から知って理解していくこと、これこそがわれわれが科学とよぶ所以なのです。  大学で気付いた「未知」、「無知」を、「既知」、「知識」へ

結びつけていくことがわれわれの「生」の一つの意義なのです。皆さんの興味と知への行為を期待、激励いたします。

53 管理会計論 岩立　顕一郎
難しい講義内容であると初回に示したものの、多くの受講生が主体的にわからないことを克服しようと意欲的に取り組まれていたと感じています。管理会計という専門性から数字をベースにするため、計算が苦手なかたは苦労したことと思いま

す。アンケートの結果の内容を踏まえ、わからないことを確認する時間の確保や資料の見やすさ（紙の配布をやめ、PCやスマホでの確認のみとする）等についても検討し、適切に対処したいと考えております。

54 ｽﾎﾟｰﾂと栄養 湯浅　頼佳 概ね良い評価を頂きましたが100%ではないので100%が満足出来る授業を出来るよう努力致します。

55 eﾋﾞｼﾞﾈｽ論 阿部　裕樹 今年度でeﾋﾞｼﾞﾈｽ論の講義が無くなりますが、本講義は総じて満足度が高く無事完了することができました。次年度、他の講義でも構成の工夫をしながら学生の理解をより一層深めていきたいと思います。

56 倫理学概論 尾崎　有紀

アンケート結果などを総合すると、倫理学という、学生にとって必ずしも容易ではない学問分野への入門として、本講義は一定の役割を果たすことができたものと考えている。    講義は、事前に配布したスライド資料を基礎としつつ、適宜板書や

質疑応答を交えて進めた。板書の内容が理解しづらいと感じた学生もいたようである。この点については、板書自体の分かりやすさに加え、講義内容の理解度との関係も含めて検討する必要があると考えている。    今後の改善策としては、講義中

の質疑応答や学生への発問の機会を増やし、理解度をその都度確認しながら、より学生の理解状況に即した速度で講義を進めていくことが考えられる。

57 ｺｰﾁﾝｸﾞ方法論 伊藤　博
真摯に講義を受講して下さった学生の皆様に心より感謝申し上げます。授業改善アンケートの回答は、内容を吟味し、今後の講義に充分反映させていく所存です。  コーチング方法論の講義は、様々なコミュニケーションの場面で大いに活用でき

る内容であると思います。今後の学生生活や競技活動及び社会生活で活かして頂ける事を望んでやみません。  今後の皆様のご活躍を祈念しております。頑張って！！

58 財務分析論 石山　玄幸
受講学生から高い評価を頂いたことに感謝します。経営学部に入学したからには、最低限、財務諸表の仕組みを理解した上で、読み込める力が必要です。講義では、できる限り、仕組みをわかりやすく説明することを主眼に進めています。ぜひ、

この講義で学んだことを、就職活動、そして、社会人になってからも、活用して下さい。

59 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾋﾞｼﾞﾈｽⅡ 信濃・河野
今回、英語学習者用テキストを使用しましたが、難しい部分もあったかと思います。ただ、今後のビジネスのグローバル化の進展を考えると、カタカナ英語もふくめて基礎的な専門用語の英語表現が今後ますます重要な知識になると思います。こ

れを機会にこれからもぜひビジネスの英語表現に挑戦してください。

60 教育行政学 木村　浩紀
前時の復習も兼ねて前回のテーマについて皆さんの意見を紹介してきたましたが、欠席した方にも効果があったようで良かったです。学校のことだけでなく、法律や予算、歴史など、幅広く学んできましたが、多くの方に理解していただけたよう

です。資料だけでは見えない部分も解説してきましたが、興味を持ってくれた方もいたようですので、今後も丁寧に説明したいと思います。

61 教育課程論 西崎　毅

　　評価項目のうち、「充分満足した」「そう思う」以上の肯定的評価を得た割合は「シラバス等の説明」100%「話し方」100%「時間配分」100%「字や図の適切さ」100%「教材の適切さ」100%「熱意」100%「授業内容」100%「理解度の確

認」100%「理解」100%「授業満足度」100%となりました。  「グループワークがあり、主体的に考えて取り組むことの多い授業だったので理解を深めながら取り組むことができた。」「席替えのペースと意見交流の感じがちょうどよくて、良

かった。」「宿題の30単語抜く課題がよく分からなかった。他の課題はよかった。」「一部の教育法規について小テストを行ってくれたため、法令の序列がわかり、内容とある程度定着するようになっていたこと。」「一気に教えるのではなく、

段階的に少しずつ教えてくれるので、内容の理解がしやすかったです。」「教育課程について、どういう方針でどういう関係性があるかや実際に教員の立場となった時を想定した課題への取り組みがものすごく今後の自分のためになったし楽し

かった。」「本気で教員を目指そうと確信できたきっかけの授業になった。」「金曜日の5.6講目疲れたけど、非常にわかりやすかったです。」「学び方、学ばせ方を授業を通して勉強することができました。」「グループワークが多くて交流した

り、他の人の意見を聞いて考え方が変わったりはっきりできたりしたので、関わりが増えて楽しかったです。」「アクティブラーニングが楽しかった。」「教員になるうえで必要なことを教わった。」等の評価を励みに一層の改善に努めます。

62 道徳教育の指導法（2年） 佐藤　雅一
模擬授業に多くの時間を割く構成にすると道徳教育の指導法そのものを十分に学ぶ機会が減り、結果として「授業スキルの向上」に偏ってしまう可能性が多かったと思います。  講義の前半で道徳教育の指導法についてしっかり扱っていただける

と、学生にとってよりバランスの取れた学びになると感じました。

63 特別な教育的ﾆｰｽﾞの理解とその支援 藤根・木村 受講した学生の皆さんから高い評価をいただきました。講師が複数のオムニバスの授業ですが、今後とも、話しだけでなく画像や演習的な要素を  盛り込むなどして、学生にわかりやすい授業に努めてまいりたいと思います。

64 総合的な学習の時間の指導法（3年） 西崎　毅

　　評価項目のうち、「充分満足した」「そう思う」以上の肯定的評価を得た割合は「シラバス等の説明」100%「話し方」100%「字や図の適切さ」100%「熱意」100％、「時間配分」100％「教材の適切さ」100％「理解度の確認」100％、「興

味関心」100％「理解度の確認」100％「理解度」100％「授業満足度」100%となりました。  「全体的にはスライドも見やすく作られていましたし、説明も明確でポイントがおさえられているので理解しやすく、良い授業づくりをしていると感じ

られました。」「褒める授業を心掛けているようで、聞いていて気持ちが良いです。」「西崎先生の講義は今回で最後となります。今回の総合的な学習の時間の講義では横断的・総合的な学習と探究的な学習の大切さについて深く学べました。」

「上記の内容をしっかりと取り入れた授業を私が教員になった際に行えば､言語能力(語彙力､読解力､表現力)と情報活用能力と主体性が身につき､生徒が生きていく上で必要な力が育つと私も思います。」「このようなことを大学生のうちに学べて

いること､とても感謝しています。」「是非、これからの後輩たちにも西崎先生が伝えたいことを今までの授業スタイルで教えていってください。」「総合的な学習の時間について学びつつ、教育法も学ぶことができました。」等の評価を励みに一

層の授業改善に努めます。

65 総合的な学習の時間の指導法（2年） 西崎　毅

　　評価項目のうち、「充分満足した」「そう思う」以上の肯定的評価を得た割合は「シラバス等の説明」96%「話し方」100%「字や図の適切さ」100%「熱意」100％、「時間配分」100％「教材の適切さ」100％「理解度の確認」100％、「興味

関心」96％「理解度の確認」100％「理解度」100％「授業満足度」100%となりました。  「パワーポイントをスクリーンに映して今授業で何をやっているのかを把握しやすいようになっていた。重要な場所についてジェスチャーや棒で示して表現

されて分かりやすくなっていた。」「グループワークを行うことで他者の意見を聞くことができてとても良かった。」「総合的な学習の時間というのは、どういうことを目的として行っているものなのかそれをしっかりと理解することができ

た。」「スライドやExcelでの文字で自分の考えを表現し、意見交換をしたことで他人の意見も深く考えることができました。」「全体やグループでの意見交流の時間などがたくさんありより考えを深めることができたのですごくよかったなと思い

ます。」「考えることが多く楽しい授業でした。」「自分で考えてやるということがとてもできいい授業でした。」「平等に発言することができる。」「しっかりと、アクティブラーニングなど現代においての模範のような講義でより内容が深

まった。」等の評価を励みに一層の授業改善に努めます。

66 介護等体験指導 堀川・木村 悪い評価項目がなかったので、引き続き、配布資料等の整理と内容の精選を行い、わかりやすさを向上させていく。

＜後期＞

No. 講義名 氏名 設問01

67 情報基礎演習Ⅱ（M-A) 由水・薦田・佐藤雅 アンケートの回答ありがとうございました。オンデマンドは初めての試みでしたが、好評で良かったです。これからも、分かりやすい授業を目指して精進します。

68 情報基礎演習Ⅱ（S) 宮崎・薦田 アンケートの回答ありがとうございました。オンデマンドは初めての試みでしたが、好評で良かったです。これからも、分かりやすい授業を目指して精進します。

69 情報基礎演習Ⅱ（D） 薦田・佐藤雅 アンケートの回答ありがとうございました。オンデマンドは初めての試みでしたが、思いのほか好評で良かったです。分かりにくかったという意見もあったので、これからも分かりやすい授業を目指して精進します。

70 情報基礎演習Ⅱ（A) 薦田・佐藤雅・伊藤
アンケートの回答ありがとうございました。授業の速度を落としてほしいという意見がありましたが、内容の関係上これ以上遅くすると間に合わなくなる場面もあるため全ては対応しきれません。出来る範囲でゆっくり進めるように工夫していき

ます。

71 情報基礎演習Ⅱ（M-B) 由水・薦田・佐藤雅 アンケートの回答ありがとうございました。オンデマンドは初めての試みでしたが、好評で良かったです。これからも、分かりやすい授業を目指して精進します。

72 情報基礎演習Ⅱ（M-C) 由水・薦田・佐藤雅 アンケートの回答ありがとうございました。オンデマンドは初めての試みでしたが、好評で良かったです。これからも、分かりやすい授業を目指して精進します。

73 ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 薦田・近澤
本授業の目的であるデータサイエンスの活用やPBLを通じたスキル習得に対し、多くの学生が手応えを感じており、高い満足度が得られました。特に実践的なプロセスは、強い動機づけに繋がったと評価しています。  今後は、Excel等の操作習熟

度の差による「取り残され感」への配慮に留意し、操作手順の動画を共有するなど、ICTスキルの個人差を埋める工夫を凝らし、学生がより議論や分析の本質に集中できる環境を整えたいと考えています。

74 平面構成Ⅱ 北嶋　洋一
デザインにおける平面構成の重要さを伝えることには、ほぼ成功したような実感を持っているが、各課題の制作期間について、意見が分かれているようである。  これは授業の満足度にも比例する事柄だが、制作期間が長いという者に合わせて課

題内容を増やすのは難しいと思われる。早めに提出した学生を対象とした追加課題などを考えてみる必要があるかもしれないと感じた。

75 ﾃﾞｯｻﾝⅡ（A) 山本　真紀
デッサンは、ものづくりの土台です。  よく観察し、手を動かしながら考え続けることが力になります。  上手さは一気には伸びませんが、積み重ねは確実に結果になります。  迷った時間も無駄ではなく、見る力を育てています。  これからも制作

環境を整え、技術向上を支えていきます。

76 ﾃﾞｯｻﾝⅡ（B) 山本　真紀
デッサンは、ものづくりの土台です。  よく観察し、手を動かしながら考え続けることが力になります。  上手さは一気には伸びませんが、積み重ねは確実に結果になります。  迷った時間も無駄ではなく、見る力を育てています。  これからも制作

環境を整え、技術向上を支えていきます。

77 ﾃﾞｯｻﾝⅣ 西田　陽二 今年度の学生は熱心に授業を受け、その成果が学生それぞれに反映されたと思います。

78 建築設計製図 佐々木哲・向井

建築物の工法ごとに説明し，図面の書き方戦の意味を解説したうえで製図の作業に取り組んでいく方法を取っている。そのため，学生の理解度を確認しながら展開をしているので時間の配分が毎年難しい。しかし今年度は学生の理解度が高く，ア

ンケート結果も概ね満足できる結果であった。学生の意見も「矩計など綺麗に早く書く技術が身についた」「楽しかった」「1年生の前期に比べてスピードとか綺麗さとかが良くなってきたと思う。この調子で成長していきたい」と前向きなもの

が多かった。一方「製図の参考のプリントが字が潰れて見れない時があったので、見やすい字にして欲しい」との意見もあり見直していきたい。

79 ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ演習（M)（再） 河田　一郎
今回のスタートアップ演習の再履修は採点対象が1名で、アンケートに回答してくれた学生さんが０名という状況でした。再履修は毎回人数が少ないので、個別指導ができ、学生さんたちもゆったりとレポート作成に取り組めます。今後も個々の

学生さんに合った方法で指導をしていきたいと思います。

80 特別支援教育実習(事後指導) 木村・千葉
後期は模擬授業を中心に行ったが、実習に行く前に模擬授業と実習後にもう一度実習校で行った研究授業をさせた。実習前は現場のイメージがないため指導案作成とその通りに授業進行をすることに追われていたが、実習後では生徒への配慮や授

業で何を教えたいのかに踏み込んんだ授業になっており、教育実習は大学では教えられない大きな成果があった。実習校の先生方には感謝しかない。

81 保育実践演習 吉江　幸子

保育士養成課程最後の必修科目でした、履修大変お疲れ様でした。アンケート回収率90％、ご協力ありがとうございます。　どのアンケート項目も、「とても適切」89％「適切」11％と言う結果でした。卒業後、資格を活かす、活かさないにかか

わらず知識として「保育士の専門性」が伝わっていたであろうと推測します。保育の仕事は、人の目には結果が見えにくく、子どもと遊んでいる（遊ばせている）職業と捉えられがちですが、そのような目に見えにくい仕事だからこそ、社会から

評価されるために何を・どうするかという思考力、判断力、表現力が必要です。社会に出て、その専門性を認められる存在になるであろうことを祈念しております。４年間、大変お疲れ様でした、ありがとうございました。

82 立体構成Ⅱ 梅田　力
授業評価では概ね満足いただいた（大変満足５３％、十分満足３３％、満足１４％）自由記述より、様々な素材を使った課題が楽しかったとの回答が複数あった。また、プレゼン発表時に「教員から答えの出にくいことへの意地悪な質問が時折

あった」（例：漫画は作画と原作どちらが大切か）との回答があったが、簡単に答えの出ない問題を、みんなで考えていくのが、大学ならではの学びだと私は思います。
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83 ｲﾗｽﾄﾚｰｼｮﾝ基礎Ⅱ 佐藤　正人

概ね多くの学生が満足したもらえた授業を行うことが出来たことは良かったと思います。まだ１年生なのでやはりイラストの描き方、制作のスピード、作品完成度など各スキルに差があるので、なるべく授業内で個々のスキルを把握してその学生

に合った指導アドバイスが出来るように更に努めていきたいと思います。全体的に初めて教わるイラストに対しても、楽しみながらもそれぞれ自分なりに試行錯誤しながら一生懸命制作していた態度が観れたことは次年度の授業でも大いに活かし

ていきたいと思います。

84 ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾃﾞｻﾞｲﾝⅡ 北嶋　洋一
可能な限り、実戦に近い内容で課題を制作するカリキュラムを設けたので、それについての評価があるのは良かったと感じている。  但し、実戦に取り組むには、それ以前の基礎が薄いと感じられることが多々あり、半年間の授業の中で、基礎か

ら応用までを一本に繋げることができるのか否かを、今後に検討の必要があると感じている。  学生の意見を取り入れながら、充実度をはかっていきたい。

85 ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾃﾞｻﾞｲﾝⅡ 林　春生 教材や資料が適切ではない評価が5％おりましたので、次回からは資料の吟味厳しくします。理解できなかった学生が5％いました。より一層、授業の骨子や目的を明らかに、分かり易く改善します。他の項目は良い評価が得られたようです。

86 ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾃﾞｻﾞｲﾝⅣ 林　春生
シラバスを見ていない学生が8％いましたが、一回目の授業で説明しており、遺憾である。話し方が適切ではないと答えた学生が8％おり、これは反省しております。今後、注意します。他の項目は全て満足、良い評価を頂きました。実際にデザイ

ンしたものをモック化（試作）したことは学びがあったと思います。今後も続けていきたい。

87 漫画Ⅱ 三上　いずみ
本授業では、グループワークや個別指導が学習の助けとなり、学生が自分の作品づくりに主体的に取り組めた点が大きな成果であった。一方で、終盤は制作スピードの個人差から進行がばらつき、製本・講評が急ぎ足になった。総評の時間をより

落ち着いて設けられるよう授業構成をさらに整えていく。

88 ﾋﾞｼﾞｭｱﾙﾃﾞｻﾞｲﾝⅡ 田中　靖之
『昨年から継続の「ワークシート演習」はほぼ半数以上の学生が積極的に取り組み、CISの概念が伝わったと思います。理解度が高い学生は「最終課題」の完成度も高かったと考察します。講義・アドバイス等は、個々人に対してきめ細かい思慮

にかけていた部分があったかと思います。大切な参考意見として改善に努めます。』

89 ｲﾗｽﾄﾚｰｼｮﾝⅡ 浩而　魅諭
アンケート結果からは、授業内容や指導法に満足していただけた旨、大変強く伝わってまいりました。ありがとうございました。受講生の人数が適切であったことと、やる気と向上心に満ち溢れたメンバーが揃ったこと、大変真面目に真剣に取り

組むことができる学生が集まっていたことが授業を成功へと導いたのだと思っています。授業とは、指導者と学習者との共同作業です。今回もそれを強く感じました。ありがとうございました。

90 ｲﾗｽﾄﾚｰｼｮﾝⅣ 佐藤　正人

多くの学生達が満足のいく授業であったと感じてもらえたことは良かったと思います。３年生になったのでデジタルイラストの制作スキルも上がっておりデジタルでの制作を望んでいる学生も年々多くなってきているので、授業課題にもアナロ

グ、デジタル両方対応できる課題を設けることでイラスト制作の楽しさを感じてもらえた事も良かった点だと思うので、次年度も続けたいと思います。これからもそれぞれの個性を活かしながらも学生自身の満足のいく制作が出来るよう、個々へ

のアドバイスも良きものにして行きたいと思います。

91 映像表現Ⅱ 北嶋　洋一 映像表現Ⅱで鑑賞の授業を盛り込んだが、これはⅠのアンケートに応えた対応だったので、本来はⅠに鑑賞を盛り込むべきだった。  次年度はこうした意見を踏まえて、落ち着いて一本の作品を観る時間を設けていきたいと考えている。

92 ｺﾝﾃﾝﾂﾃﾞｻﾞｲﾝⅡ 上坂　恒章

この授業は、デザイン系学生を対象としたプログラミングにおいてメディアアート作品を制作できることを到達目標としたものである。設問1.2.3において、「とても適切だった」「充分適切だった」以上で100％。設問5.6.7.9「適切だった」「そ

う思う」以上が100％。非常に評価が良かった。一方、「あまり理解できなかった」「あまり満足できなかった」が1名いたのが改善点である。  この科目の狙いであるプログラミングを学び思考の幅を広げることであるが、自由記述で「授業の内

容はとても面白かったと思いました。プログラミング系なので少し自分が慣れている事と違っていて、そしてロジック能力が大変必要と感じました。」とのコメントがあり、開講の意義を感じた。

93 彫刻Ⅱ 梅田　力 授業評価では概ね満足した回答をいただいた（とても満足８６％、十分満足７％、満足７％）時間が足りない学生が複数人いたと感じたので、次年度はスケジュール管理の重要性をオリエンテーションでさらに強調して伝える

94 工芸実習Ⅳ（ﾃｷｽﾀｲﾙ） 三上　いずみ
本授業では少人数であったため、受講者一人ひとりに丁寧に向き合い、制作内容に応じてじっくり指導できた点が成果として大きかった。受講者が試行錯誤を楽しみながら達成感を得られたことは、工芸実習として理想的な学習環境であったと感

じている。一方で、今後履修者が増えた際には、個別性を保ちながら指導方法をどのように組み立てるかが課題であり、より円滑な学習体制を検討していきたい。

95 工芸実習Ⅳ（金工） 梅田　力 本年度から銅、真鍮だけでなく、鉄の加工も取り入れた。学生は概ね楽しんでいたようである。引き続き安全管理を徹底しながら、鉄素材も体験できるようにしていく

96 工芸実習Ⅳ（版表現） 鳴海　伸一
此度は版画という新たな表現制作に受講いただきありがとうございました。どうしても必要な乾燥時間や時間のかかる工程にもめげない制作姿勢が印象的でした。  今後はより安全にしっかり学ぶことができるよう、履修人数制限、作業台の確保、

材料予算の再考を踏まえ、学士(美術)となる皆さんの知識と技術のスキル向上となるよう努めてまいります。

97 漫画Ⅳ 五十嵐・鴨
全体的に概ね良い回答、かつ好意的なコメントが多く、ある程度充実した授業を行えたのではないかと考えます。引き続き授業の満足度を上げるために、漫画制作に初めて触れる学生が後期から受講した場合でも無理なく授業や課題をこなせる環

境作りも検討していきます。

98 彫刻Ⅳ 梅田　力 國松先生の急逝に伴い、今年度から担当をしている。講座内容はそのまま行なった。第一課題のテラコッタはよくできたように思う。第二課題の自由素材は少し難しさを感じたので、次年度に向けて内容を検討する。

99 建築設計演習Ⅱ 赤木・日野

概ねポジティブなコメントでした。設計の演習は人によって進捗が全く違い、一斉に管理するのは大変難しい面があります。  コメントにおける「進捗チェックなどをする際には1、2時間で終わらせるようにして欲しい。最初にチェックした人と

最後にチェックした人で不公平に感じた。」についてですが、要望はよくわかるのですが、１〜２時間つまり一回の授業で全員を終わらせるとなると、一人のチェックを１・２分にすることになり、ほとんど設計内容に触れることができません。

その際のその人の進捗状況において、コメントをしているので、先にした人と後にした人の差がでることはないと思います。しかし、もし早めにアドバイスが欲しい、また相談がしたければ、いつでも言ってください。定期チェック以外でも、い

つでも持ってきていいですと言ってあるため、質問がある場合には来てもらって構いません。教員と、SAの学生２名がいるため、それほど待つことはないと思います。また、時間外でも聞きに来ている人もいます。ただ、不公平感があることにつ

いては留意しておきます。具体的にどのような不公平が生じたのか教えてください。それがわかれば、具体的に、実際的な改善策を立てることができます。遠慮せず相談に来てください。まずはコメントありがとうございました。

100 ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ演習 安藤　淳一
ご指摘いただきました，授業の関係で卒展会場への搬入作業に行けない学生の点につきまして，全員出席という扱いをさせていただきました。皆さんの学習・研究内容はとても充実した成果となっています。学長からもお褒めのお言葉をいただい

ております。

101 ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑⅠ 伊藤　裕康

ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑⅠは学内コンペに参加して作品を提出し、発表をした人に単位を出すものです。1年生は初めての経験なので戸惑った学生が多くいたのだと思います。特に普通科出身の学生はCADを学びながらで大変だったとのコメントをもらいま

した。しかし、最初のコンペ課題説明時に伝えましたように、CADを使うことが必須ではありません。実際に手描きで提出した優秀作品が1年生や上級生にもいました。また、学内コンペは自ら参加し、調べて取り組むものです。やり方を指示す

ると、皆さんが同じような表現方法やレイアウトで提出してしまいます。ですので、過去の実例や参考になるwebサイトを提示して、気に入ったやり方を見つけて欲しいと願っていました。そのあたりの趣旨について、皆さんにより理解してもら

えるように今度努力します。

102 一級対策製図Ⅱ 小笠原　健

この講座は、昨年度から実施された一級建築士特別養成コースの所属学生対する講座（7講座）の一つで、一級建築士二次試験（製図試験）対策のための演習講座である。4年次の後期となる3Q・4Qにて実施されるセメスター講座で、全32コマに

て、国家試験の製図試験の基本を修得させることを目的としている。よって、実際に一次試験（学科試験）合格後、二次試験までの約2か月半という短期間にその年度の課題テーマに対応した合格スキルを修得しなければならず、それに対応でき

るだけの基礎的な実力と技量をこの講座で修得できたものと思料する。前年度は４課題を指導してきたが、今年度は6課題と講義内容のレベルアップを図り、講義内容を見直し改善を行った。その結果、学生のスキルの向上について、概ね良好の

結果を得ることができ、履修学生からも授業改善アンケートにて高評価を得ている。あとは、卒業後の一級建築士試験合格を期待していきたい。

103 二級対策製図Ⅱ 佐藤善・向井
アンケートへのご協力ありがとうございました。本授業では、二級対策製図Ⅰでの学びを基礎に、実試験と同等の課題を通して製図方法の理解と習得を目指し授業を進めました。いただいた意見を参考に、今後もより理解しやすい授業となるよう

改善していきます。

104 建築表現Ⅱ 安藤・君 建築を表現する、何かを表現する、自分の気持ちを表現する、この表現とはいろいろな方法があり、決まりがありません。  建築の模型でも、どの部分をどのように伝えたいのかを考える授業にしたいと考えています。

105 ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑⅡ 向井　正伸
アンケートへのご協力ありがとうございました。本授業では学内コンペ課題に取り組み、学生が主体的に設計を進め提案としてまとめ上げる過程を通して、自分なりの世界の見え方を問い直し、空間としてデザインし表現する力を養うことを目指

しました。いただいた意見を参考に、今後もより良い授業となるよう改善していきます。

106 住宅設計演習Ⅱ 君・野村 この授業は設計者の考え方を多方面から読み解く必要があります。もっと学生と設計の話をする時間を作り、また書面によるフィードバックを増やしたいと考えています。

107 CAD演習Ⅰ 佐藤善・伊藤裕
JWCADの基本操作は最初の数回で指導したあと、操作に慣れてもらうためにテキストに沿って各自進めてもらい、質問を受け付ける形式で行いましたが、分からなくて困っていた学生がいたのは申し訳なかったと思います。また、最終課題のエス

キスチェックでも、もう少し丁寧な説明をするように心掛けます。

108 建築表現Ⅳ 安藤・君
表現の授業は設計の道に進む学生には必要となる授業です。目に見えない努力や作業の繰り返しが多いジャンルでもあります。課題提出が多いかもしれませんが、授業外の努力が必要となりますので、どのように作業を進めれば効率がいいのか？

作業の仕方に指導を充填していきます。

109 CAD演習Ⅲ 佐藤善・伊藤裕
ベクターワークスの操作方法についての時間をもう少し取って欲しいとのコメントがあり、他のソフトを扱っていた前半部分に時間を多く取られたためだと思います。学生の進み具合によっては難しいのですが、ベクターワークスにできるだけ多

くの時間を割けるようにシラバスも検討します。

110 ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑⅧ 佐藤　善太郎 アクションプログラムⅧはⅦ同様、授業以外の学習時間を積算してそれを評価基準としたものです。多くは資格取得や卒業制作に費やされており、いずれも高評価の結果となりました。

111 建築学特講Ⅰ 柿沼　博彦

授業改善アンケートの結果を拝見させて頂きました。私自身も反省するところを感じています。中国の古記に”教学半”という言葉があります。「教えることは同時に半分学ぶこと」という意味です。その点においては授業の中でお互いのコミュニ

ケーションを図りながら進めることが大切だと考えています。しかし，授業の中で感じたことは，受講生の皆さんからの質問・意見が殆ど無かったことでした。今後何かチャンスがあれば，是非，お互いに十分なコミュニケーションを図り進めた

いものです。

112 柔道 三嶋・岡田
受講している学生は教職課程の実技科目であることをよく理解していたことで積極的な授業参加であった。  柔道の特性と事故防止。この点については特に重点をおいて展開した。そのことは学生も良く理解をしており、安全配慮を十二分に励行し

ながらの受講が事故防止に繋がった。  学生が将来教員となった際、授業を全うするには今講義だけでなく、科目としての特性をさらに研究していくことは不可欠であるが、現時点でその素養は身についたといえる。

113 球技Ⅲ(ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ) 戸佐　晃一 高い評価をもらうことができた内容については今後も継続をするとともに、今回以上に内容を見直していきたいと思います。

114 ﾀﾞﾝｽ 是枝　亮
ダンスの授業では、「フォークダンス」「創作ダンス」「現代的なリズムのダンス」のそれぞれのスタイルに合わせて授業を展開しました。音楽に合わせて自由に表現することは簡単なようで難しかったかと思いますが、それぞれのレベルに合わ

せて頑張って取り組めていたと思います。教員になった際にも簡単な動きで良いので是非良い取り組みが出来ることを願っています。

115 ｲﾗｽﾄ漫画概論Ⅱ 竹内　美帆

今回の授業改善アンケートでは、「グループディスカッションや発表を通して主体的に学べた」「作品を自分たちで選び考察できて楽しかった」など、学生主体の授業形式に対して多くの肯定的な意見をいただきました。特に、作品理解を深める

議論やプレゼンテーションの経験が学びにつながったとの声が多く、今後も学生の自主性を活かした授業運営を継続していきたいと考えています。また、授業内容への関心や満足度についても高い評価を得ることができました（設問10では「とて

も満足できた」が81％）。一方で、理解度のばらつきにも配慮し、来年度は発表前後の振り返りや補足解説の時間をより意識的に設けるなど、全体の学習効果をさらに高める工夫を行う予定です。

116 写真表現Ⅱ 林　春生
学生から全ての項目評価で良いと頂いたので、改良した事が評価されたと考えております。しかし、これに甘んじることなく、更に理解度や表現の方法が身につくように改善を行います。機材も大学から支給させて頂きましたので、無駄な時間が

減少します。

117 絵画 浩而　魅諭
アンケート結果から、多くの学生が授業内容や指導法に満足してくれたことが読み取れました。ありがとうございました。個性豊かな受講者の面々と触れ合え、私も楽しくこの半期を過ごすことができました。一生懸命努力し、習熟していく学生

たちの姿はとても輝いています。ここでの学びが、次の学習へと結びつくことを心より祈っております。

118 福祉士試験対策基礎講座Ⅱ 上原・杉本 引き続き今年度からの科目であるため、教員側も試行錯誤の状態である。出席カードなどの対応はしていきたいと思います。

119 社会科・地理歴史科教育法Ⅱ 塩﨑　大輔 今回は例年よりも評価が低かった．  学生のニーズや達成間に受講生間で差が出たため，  来年度以降は個別に最適化を図るような改善を取り入れていく．

120 社会科・公民科教育法Ⅱ 松下　守邦
中学高校の社会科教科教育では、生徒用参考書と大学の専門書を往還しながら授業づくり、教材研究を行うことが重要になります。授業の説明や課題設定には、教員として学術的な根拠を踏まえておくことが求められるためです。インターネット

上のまとめサイトの情報にとどまるものではない、教科教育の指定テキスト、参考文献、専門事典を利用しながら、自分の説明根拠を構成する習慣を身につけることの大切さを理解してもらえるよう、次年度に向けて授業設計をすすめます。

121 美術科教育法Ⅱ 竹内　美帆

今回の授業改善アンケートでは、授業の進行や理解度確認、全体的な満足度については概ね良好な評価を得ることができました。特に、模擬授業を中心とした実践的な学びの形式により、学生が主体的に参加しながら授業を進めることができた点

は、本科目の目的に沿った成果であったと考えています。来年度も引き続き、模擬授業や学生同士の相互的な学びを重視し、教育実践力を高める授業運営を行っていく予定です。また、少人数授業であることを踏まえ、個々の理解度に応じた

フィードバックをより丁寧に行うなど、授業内容のさらなる充実を図っていきたいと考えています。

122 工芸科教育法Ⅱ 三上　いずみ
工芸科教育法では、学生が教材研究を進めるうえで基盤となる工芸の知識や実践力が十分でない場合、指導案や題材研究が表面的になりがちである点を改めて認識した。今後は形式的な知識の伝達に偏らず、素材理解や技法の体験を重視した学習

時間を確保し、学生が自らの題材を深く探究できる実践力を育成する授業内容へ改善していきたい。

123 保健体育科教育法Ⅱ 森　靖明
学生の評価も概ね高く、基本的には今年度のような進め方で問題ないと考える。しかし、教育を取り巻く環境は日々変化していることから、日々教育に関わる情報収集に努め、教材をアップデートしていき、教職を志す学生にとってより効果的な

授業としていきたい。

3



 2025年度　授業改善アンケート第4Q・後期・通年「教員コメント（学生に対するフィードバック）」

124 保健体育科教育法Ⅲ 髙井　雅一 概ね良い評価をいただいていますが、更に授業内容を精査して、多くの受講学生が満足できるように改善していきたい。

125 保健体育科教育法Ⅳ 髙井　雅一 概ね良い評価をいただきましたが、模擬授業を含め、学生の自主性などを多く組み込みながら進めていきたい。

＜通年＞

No. 講義名 氏名 設問01

126 ｷｬﾘｱ支援演習Ⅲ（M) 井坂・石山

「就活に関して参考になりました」と学生コメントがあったように、様々な企業の方の講演等を聞くことで、授業の満足度、授業の理解度共に学生からは高い評価を得ることが出来ました。一方で、「就活の基本的な話が多く、役立つことが少な

かった。」とコメントがあるように、就活に関して十分な準備が進んでいる学生には基礎的な話を何度も繰り返されるのは物足りない部分があったように思います。また、興味の無い講演等では学生の集中力が落ちていたため、ワークシート等を

用いて集中力を高める工夫が必要であると考えました。

127 ｷｬﾘｱ支援演習Ⅲ（S) 後藤　啓倫
受講生の皆様、1年にわたる授業お疲れさまでした。アンケートにご協力いただきありがとうございました。  今後も学生が参加しやすい授業作りや、キャリア形成に役立つ内容の充実に努めていきたいと思います。  これからの就活で不安などあ

れば、いつでもキャリア支援センターにご相談ください。

128 ｷｬﾘｱ支援演習Ⅲ（D) 竹内　美帆

今回の授業改善アンケートでは、授業の進行や説明の分かりやすさ、理解度に関して概ね良好な評価を得ることができました。本科目は、学生のキャリア形成を多角的に支援することを目的として、企業や経営者など多様な方々が講師となり実施

されています。自由記述では、SPI対策の時期や就職活動に関する情報提示のタイミング、出席確認やネットワーク環境に関する改善要望などが挙げられており、今後は担当教員間で共有しながら、より円滑な授業運営につなげていきたいと考えて

います。特に出席確認については、不正が行われないよう、充分に対策をおこなう必要があると考えています。

129 ｷｬﾘｱ支援演習Ⅲ（A) 伊藤　裕康
就活が始まっている建築3年生にとって、履歴書の書き方、企業研究の進め方など、これからの就職活動を進める上で大事な内容が詰まった授業だったと思います。講師の方々も理解しやすいように動画やパワポ等を多く使ってくれていました

が、大講堂だと集中しづらい場合もあると思います。ときどき学科別授業も実施しましたが、もう少し学科別に分かれる授業方法も検討したいと思います。

130 保育実習指導Ⅰ 湯浅・吉江
保育実習指導Ⅰの履修、お疲れ様でした。担当教員２名で進めた授業でした。アンケート回収率72.7％、すべての項目で「とても適切」が62％、「適切」38％と言う結果でした。通年の科目で実習の事前・事後にわたって学修しました。提出物の

締切り等求める内容も多岐にわたりましたが、２回の実習を中心にその前後で、準備・振り返りを実施できたのではないかと思います。翌年の実習につながる学びを今後も期待しています。

131 特別支援教育実習(事前指導)(3年) 藤根・堀川 評価全体が良好であり、引き続き、わかりやすく授業の模擬体験ができるように工夫していく。

132 保育実習指導Ⅱ 吉江　幸子

保育実習指導の履修、大変お疲れ様でした。アンケート回収66.8％でした。アンケートの全項目で「とても適切」が100％となりました。履修者６名で人数が少ない分、個別対応や集団で学外へでることも実践しやすかったように感じています。

実習時期により、じっくりと事前準備ができた学生と、慌ただしく実習に出た学生がおり、実習評価にも影響を与えたように感じた部分は反省点です。今後も学生、実習現場との調整を図りながら進めます。４年間、大変お疲れ様でした、ありが

とうございました。

133 保育実習指導Ⅲ 湯浅　頼佳 今回は学生が回答していないので次回からその点から改めるよう働きかけるように致します。
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